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国道201号現道

八木山バイパス

（百台/日）

《整備効果》

事 業 区 間 ：福岡県糟屋郡篠栗町篠栗

～飯塚市弁分

延 長： １３．３ ｋ ｍ

全体事業費： ３８１億円

Ｒ ５ 補 正 ： １４．４億円

かす や ささ ぐり まち ささ ぐり

《諸元等》

いいづか べんぶん

■国道２０１号八木山バイパスは、福岡都市圏と筑豊地域を結ぶ国道２０１号の２車線区間を４車線化することにより、交通ボト

ルネックを解消し、信頼性の高いネットワークを構築するとともに、対面通行区間を解消し、安全・安心の確保を目的とする４車

線拡幅事業。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、トンネル工事、

橋梁下部工工事を実施することで、筑穂IC～穂波東IC間の令和１１年度の開通を確実にし、道路ネットワークの機能強化を

推進。

国道２０１号 八木山バイパス【直轄】 道路－１

や き やま ちく ほう

《路線位置図》

ちく ほ ほ なみ ひがし

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

資料：交通事故統合データベース
（H30～R03）

増加傾向
資料：一般交通量調査

（H9～R03）
※H22は無料化社会実験中

八木山バイパス
の大型車交通量

▲

▲ 正面衝突事故の発生割合

▲通行規制の発生状況

増加傾向

資料：国土交通省資料

H30.1.10
積雪時

約 7 時間通行止め 至 福岡市

至 行橋市 （篠栗IC付近）

【写真 ①】スタック車両の発生状況

至 福岡市

至 行橋市

H28.8.31
正面衝突事故

約 6 時間通行止め

（穂波西IC付近）

【写真 ②】正面衝突事故の発生状況

○当該道路の整備により、片側２車線の信頼性の高いネットワークが構築
され、積雪時や交通事故による交通規制リスクを軽減

福岡県

　八木山バイパス

《位置図》
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九郎原
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延長7.7km

R11年度開通予定 ゆ
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防災課題箇所
（道路法面

・盛土等）

八木山バイパス 延長13.3km
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事業区間 ：福岡県福岡市西区拾六町

～糸島市二丈福井

延 長： ２３．３ ｋｍ

全体事業費： ２，７９１億円

Ｒ ５ 補 正 ： １３．５億円

■国道４９７号今宿道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保等に

寄与するとともに、周辺地域の交通混雑の解消を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、用地買収、改良工事を実施

することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

《諸元等》《位置図》

《路線位置図》

いま じゅく

三次救急医療施設
福岡大学病院

《整備効果》

延長0.2km 延長11.3km

所要時間の変化

※令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査（混雑時旅行速度）を基に、
糸島市役所旧二丈庁舎から最寄りの三次救急医療施設にて算出

今宿道路整備なし

福
岡
大
学

病
院

糸
島
市
役
所
旧
二
丈
庁
舎

約56.5分

今宿道路整備あり

約23.2分

約33分
短縮！

○当該道路の整備により、三次救急医療施設への搬送時間
の短縮（約56分⇒約23分）が図られ、定時性の向上により
安定的な搬送を確保。

○当該道路の整備により、災害に強い緊急輸送道路として
機能。これにより、道路ネットワークの機能強化を推進。

じゅうろくちょう

いと しま に じょうふく い

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

国道４９７号 今宿道路【直轄】
いま じゅく

▲H22.7.13 道路冠水

（糸島市加布里地区）

▲H22.7.13 法面崩壊

（糸島市二丈浜窪地区）

写真① 写真②

写真①②

道路－２

至 唐津市

至 福岡市

至 唐津市

至 福岡市

事業中区間
自動車専用道路

一般国道

主要地方道、一般県道

凡 例

洪水浸水想定区域

土砂災害危険区域
津波災害警戒区域

至

北
九
州
市

至

大
宰
府
市

いまじゅく

延長3.0km
事業中

いとしま か ふ り いとしま に じょうはまくぼ



■当該箇所は、近傍に角田小学校及び角田中学校が立地し、児童・生徒の通学路として利用されているが、歩道幅員に一部狭

小な箇所があるため、歩行者と車の接触事故の危険性が高く、安全が確保されていない状況。

■本事業は、歩道の拡幅を行うことにより歩行者の安全・安心の確保を図り、歩行者と車両の接触事故防止を図る事業。

■通学路等の安全な通行を確保するため、補正予算の充当により、調査設計を実施することで合同点検結果等を踏まえた交

通安全対策を推進。

福岡１０号 交通安全対策【直轄】 道路－３
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松江地区歩道整備 延⻑0.8km

通学路
凡例

⾄ ⾏橋市
ゆく はし

⾄ 中津市
なか つ

事業箇所

す だ す だ

しょう え

〇国道１０号 松江地区歩道整備
《位置図》 《諸元等》

《現地状況写真》

事 業 区 間 ：福岡県豊前市松江

延 長 ： ０．８ｋｍ

Ｒ ５ 補 正 ： ０．１億円

ぶ ぜん しょう え

《平面図》

現況

計画

《計画横断図》

【人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する】
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福岡３号 維持管理（老朽化対策）【直轄】 道路－４

■国道３号は、福岡県北九州市を起点とし鹿児島県鹿児島市に至る全長約４７０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道

路に指定。

■予防保全型インフラメンテナンスへの転換を図るため、補正予算の充当により、国道３号久留米市上津町地区において、路盤

打換工事等を実施することで、早期に対策が必要な道路施設の老朽化対策を集中的に実施。

き た き ゅ う し ゅ う

く る め か み つ ま ち

《位置図》 《平面図》

福岡県

上津町地区

《諸元等》

事業箇所

《現地状況写真》

《対策イメージ》舗装修繕箇所（全景）

至 福岡市

至 八女市

至 福岡市

至 八女市

至 福岡市

至 八女市

至 福岡市

路面クラック（近景）

至 八女市

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

国土地理院地図

路面クラック（近景）

事業区間 ：福岡県北九州市～福岡県八女市

延 長 ：約１３７ｋｍ

R ５ 補 正 ：２．７億円

きたきゅうしゅう や め

かみつまち



■飯塚大野城線（乙金２工区）は、福岡都市圏と飯塚地域を結ぶ延長約３５kmの広域的な幹線道路。当該箇所を４車線化す

ることにより、慢性的な交通混雑を解消し、重要物流道路としての機能を強化することで、生産性向上を支援する物流

ネットワークの確保を目的とする事業。

■迅速かつ円滑な物流・人流を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで、地方を支える産業等

の生産性向上に寄与する道路ネットワークの整備等を推進。

主要地方道 飯塚大野城線（乙金２工区）【補助】 道路－５
い い づ か お お の じ ょ う お と が な

い い づ か お お の じ ょ う

《位置図》 《諸元等》

《整備効果》

《路線位置図》

(主）飯塚大野城線
（乙金２工区）

福岡県

佐賀県

おと がな

事 業 区 間：福岡県糟屋郡宇美町貴船

～大野城市乙金東

延 長： ０．８ｋｍ

全体事業費 ： ３５億円

Ｒ ５ 補 正：０．７５億円

かすや う み まち き ふね

おとがなひがしおおのじょう

▲ 渋滞発生状況

写真① 写真②

慢性的に
交通渋滞が発⽣

▲ 工事状況

《計画横断図》

○道路の４車線化による交通量の増大により、慢
性的な交通混雑の解消、沿道に立地する工業
団地から高速道路等へのアクセス強化、定時制
の確保が期待されることにより、生産性向上が
図られる。

【地方・中堅・中小企業を含めた持続的賃上げ、所得向上と地方の成長を実現する】

《現地状況写真》
至 須恵町

至 須恵町至 春日市

至 春日市

出典：H25福岡県県土整備部
新規事業採択評価審議委員会資料



■国道２０８号大川佐賀道路は、重要港湾三池港、九州佐賀国際空港などの広域交通拠点及び有明海沿岸の都市群を連携す

る高規格道路「有明海沿岸道路」の一部を構成する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで

、道路ネットワークの機能強化を推進。

《路線位置図》

《整備効果》
○当該道路の整備により、浸水時の避難経路及び災害時の人命

救助活動・物資輸送のための緊急輸送道路として機能。
これにより、道路ネットワークの機能強化を推進。

《位置図》

大川佐賀道路

福岡県

佐賀県

◆浸水時横断イメージ図

写真① 佐賀駅バスセンター前

おおかわ か せ まち

事 業 区 間

延 長

全体事業費

Ｒ ５ 補 正

：福岡県大川市大野島～佐賀県佐賀市嘉瀬町

： ９．０ ｋｍ

： ９８６億円

： ８．７億円

（うち福岡県０．０億円、佐賀県８．７億円）

おお の しま

《諸元等》

おお かわ さ が み いけ あり あけ かい えん がん

写真② JR佐賀駅前

＜浸水状況写真：令和元年８月豪雨＞

国道２０８号 大川佐賀道路【直轄】 道路－６
【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

柳
川
西
IC

柳
川
東
IC

徳益IC
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IC
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賀
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(仮)
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う
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(仮)
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東
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お
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わ
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や
な
が
わ
に
し

や
な
が
わ
ひ
が
し

三橋IC
みつはし

とくます

やまときた

大和南IC
やまとみなみ

佐賀県
佐賀市

福岡県

大川市
大木町

筑後市

柳川市

みやま市

やながわ

ちくご

おおかわ

おおき

Ｎ

凡 例
浸水した場合に想定される水深

(ランク別)

0.5m未満の区域

0.5～3.0m未満の区域

3.0～5.0m未満の区域

5.0～10.0m未満の区域

10.0～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

市町境界

河川等範囲

浸水想定区域の指定の
対象となる洪水予報河川
および推移周知河川

写真①

写真②

至

鹿
島
市

か
し
ま

至 大牟田市
おおむた

大川佐賀道路 延長9.0km
おおかわ さ が

福
岡
県
大
川
市
大
野
島

(自)

お
お
か
わ

お
お

の

し
ま

開通済み

事業中区間

佐
賀
県
佐
賀
市
嘉
瀬
町

(至)

か

せ

ま
ち

さ

が

(仮)嘉瀬IC
か せ

(仮)鍋島IC
なべしま

(仮)嘉瀬北IC
か せ き た

(仮)佐賀JCT
さ が

おお かわ さ が

あり あけ かい えん がん



事業区間 ：佐賀県伊万里市南波多町府招

～伊万里市東山代町長浜

延 長： ６．６ ｋｍ

全体事業費： ３３９億円

Ｒ ５ 補 正 ： ９．６億円

■国道４９７号伊万里道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性の確保等

に寄与するとともに、伊万里地域の幹線道路である国道２０２号の代替機能確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁上・下部工

工事を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

国道４９７号 伊万里道路【直轄】 道路－７
【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

い ま り

《整備効果》《位置図》

《路線位置図》

《諸元等》
い ま り みなみは た ちょう ふまねき ○並行する国道２０２号には、土石流氾濫区域及び急傾斜地危険区域

が存在し、過去には降雨による大規模な地すべり災害により、７日間
の全面通行止めが発生。

○当該道路の整備により、国道２０２号の代替路を確保し、道路ネット
ワークの機能強化を推進。

至

福
岡
市

至

長
崎

202
203

204

204

202

写真

現道ルート
国道202号

南波多谷口 IC

《 被災状況写真 》

※被災延長
約150ｍ

至

唐
津
市

至

伊
万
里
市

延長 6.6km

至 唐津市

整備後ルート
伊万里道路

伊万里中IC（仮称）
楠久IC （仮称）

山代久原IC

伊万里市
伊万里西IC （仮称）

今福IC
長崎県
松浦市

佐世保市
武雄市

佐賀県

伊万里市

唐津市

玄海町

小城市

佐賀市

糸島市 福岡県

多久IC

多久原IC

国道202号の被災直後の状況（H18.9）

浜玉IC

二丈鹿家IC

い ま り

い ま り

い ま り ひがしやましろちょうながはま

事業中区間

高速道路

一般国道

凡 例

事業中区間

高速道路

一般国道

凡 例

防災課題箇所

土石流氾濫区域

急傾斜地危険区域

災害による通行規制箇所

い ま り



■当該箇所は、近傍に東原庠舎東部校が立地し通学路として利用されているが、歩道が未整備で歩行者の安全が確保されてい

ない状況。

■本事業は、児童が通学経路として利用している歩道を整備することにより、安全安心な歩道空間の確保及び快適な交通環境

の確保を図り、歩行者と車両の接触事故防止を図る事業。

■通学路等の安全な通行を確保するため、補正予算の充当により、用地調査を実施することで合同点検結果等を踏まえた交通

安全対策を推進。

佐賀２０３号 交通安全対策【直轄】 道路－８

と う げ ん しょう しゃ と う ぶ こ う

べ ふ

〇国道２０３号 別府地区歩道整備

《位置図》 《諸元等》

《現地状況写真》
《平面図》

現況

計画

《計画横断図》

事 業 区 間 ：佐賀県多久市東多久町大字別府

延 長 ： ０．３ｋｍ

Ｒ ５ 補 正 ： ０．２億円

た く ひがし た く まち べ ふ

事業箇所

⾄ 唐津市
から つ

⾄ ⼩城市
お ぎ

0.75 3.25 3.25 0.75

8.00

事業箇所 延⻑ 0.３kｍ

⾄
唐
津
市

ऊ
ै
ण

⾄
⼩
城
市

उ

ऍ
写真

A

Aʼ

【人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する】

（単位：ｍ）

歩道 ⾞道 ⾞道

（単位：ｍ）

⾃
転
⾞

通
⾏
帯

12. 00

3. 25 1. 503. 251. 502. 50

⾃
転
⾞

通
⾏
帯



佐賀２０３号 維持管理（防災・減災対策）【直轄】 道路－９

■国道２０３号は、佐賀県唐津市を起点とし佐賀県小城市に至る全長約４０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路に

指定。

■橋梁や道路の流失等による道路の通行止めのリスクを解消するため、補正予算の充当により、国道２０３号今出川橋におい

て、洗掘保護工等の洗堀・流失対策工事を実施することで、河川に隣接する道路構造物の流失防止対策を図る。

から つ

いま いで がわ はし

《諸元等》《位置図》

《現地状況写真》

《対策イメージ》

事業箇所今出川橋

佐賀県

洗堀防止箇所（全景）

洗堀箇所

洗堀状況（近景）

洗堀箇所

《平面図》

いまいでがわはし

至 唐津市

至 佐賀市

至 武雄北方IC

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

国土地理院地図

事業区間 ：佐賀県唐津市～佐賀県小城市

延 長 ：約４０ｋｍ

Ｒ ５ 補 正 ：０．２億円

から つ

お ぎ

お ぎ



道路－１０

《整備効果》

《路線位置図》

《現地状況写真》《位置図》 《諸元等》

国道２０８号 佐賀道路【補助】
さ が

佐賀県

佐賀道路

福岡県

長崎県

↖⾄ ⼤川市

↓⾄ 佐賀市
▲ 現道(国道208号 八戸交差点)の混雑状況

【写真①】

■国道２０８号佐賀道路は、佐賀唐津道路の一部を構成し、国道２０８号の交通混雑の緩和や、交通安全の確保を図る

とともに、災害発生時の救急・救援物資の輸送機能の強化、医療施設へのアクセス性の向上などを目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、調査設計、用地買収、

改良工事を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

さ が さ が から つ

写真撮影箇所
及び撮影方向

佐賀県医療センター
好生館

207
207

203

444

208
34

34

264

263
佐賀大学医学部
付属病院

出典：国土地理院ウェブサイト

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

凡例(地高)

444

208

さがしなべしままちもりた

さがしかせまちなかばる

さが

至 大川市

至 鹿島市

至 唐津市

なべしま

(仮)佐賀JCT
さが

延長1.3km(2/4)

延長1.3km(2/4)

延長1.6km(2/4)

かせ きた

かせ

有明海沿岸道路
大川佐賀道路

(仮)鍋島IC

(仮)嘉瀬北IC

(仮)嘉瀬IC

(起)佐賀市鍋島町森田

(終)佐賀市嘉瀬町中原

佐賀道路
延長4.2km

▲佐賀県防災航空センター
(令和3年3月開所)

航空輸送施設（指定）
九州佐賀国際空港、防災航空センター

各地から佐賀道路などを使って、人員・物資など

を防災センターに輸送し、防災ヘリコプターによ

り、孤立した被災地等への輸送が可能となる。

消防防災ヘリコプター
「かちどき」

（令和3年3月運行開始）

武雄北方IC

有明海沿岸道路

白石町

(佐賀県区間)

大川佐賀
道路

佐賀福富
道路

福富鹿島
道路

小城市

多
久
Ｉ
Ｃ

東
脊
振

Ｉ
Ｃ

九州佐賀
国際空港

鹿島市

大川市

柳川市

佐賀市

(仮)佐賀JCT

(仮)鍋島IC

佐
賀
大
和

Ｉ
Ｃ

Ｎ

国道208号
佐賀道路

凡　　例

開 通 区 間

事業中区間

調査中区間

ありあけかいえんがんながさきおおいた

〇第１次緊急輸送道路である九州横断自動車道長崎大分線と有明海沿岸道

路を連絡し、災害時の輸送機能を強化

〇災害時における航空輸送施設に指定されている九州佐賀国際空港や防災

航空センターへのアクセス性を強化し、迅速な救援・救助、復旧・供給

活動を支援

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

事業区間 ：佐賀県佐賀市鍋島町森田

～嘉瀬町中原

延 長： ４．２ｋｍ

全体事業費： ４４７億円

Ｒ ５ 補 正 ： １２．１億円

なべ しま まち もり た

か せ まち なかばる



（計画）

道路－１１

《計画横断図》《路線位置図》

《現地状況写真》

主要地方道 中原三瀬線（石動工区）【補助】
な か ば る み つ せ

佐賀県

（主）中原三瀬線
（石動工区）

福岡県

長崎県

■令和３年度通学路合同点検で抽出された対策必要箇所において、通学路の安全な通行を早期に確保するため、補正予

算の充当により、歩道設置工事を実施することで、公安委員会・警察が実施するソフト対策と組み合わせた交通安全

対策を推進。

出典：国土地理院ウェブサイト

東脊振小学校

写真撮影箇所
及び撮影方向

対策必要箇所

歩道設置工事
L=0.96km

：主な通学路

対策内容

【公安委員会・警察】
・交通規制の実施

《個別事例》

○路線名：主要地方道 中原三瀬線（石動工区）

○事業箇所：佐賀県神埼郡吉野ケ里町

○事業主体：佐賀県

よ し の が り ちょうかんざき

なかばるみつせ

【道路管理者】
・歩道設置工事+

交通安全対策補助（通学路緊急対策）

佐賀県内

R５補正：１１．７億円

① ②
至 みやき町

至 みやき町 至 三瀬村

至 三瀬村

至 みやき町

《位置図》

歩道設置

い し な り

至 三瀬村

い し な り

東脊振IC

（現況）

6000
500 5000 500

【人口減少を乗り越え、変化を力にする社会変革を起動・推進する】

▲ 歩道の設置により、安全な歩行空間を確保▲ 歩道がなく、車両が通学児童の真横を通過

30003000

歩道設置
（自転車歩行者道）

【整備前】 【整備後の対策イメージ】

ひがし せ ふり

385

385

至 長崎県



事業区間 ：長崎県雲仙市愛野町乙

～諫早市長野町

延 長： ７．６ ｋｍ

全体事業費： ５９４億円

Ｒ ５ 補 正 ： ６．６億円

道路－１２

■国道５７号森山拡幅は、島原半島と諫早市を連絡し、諫早市内及び周辺部の交通混雑の緩和及び交通安全の確保を目的と

する道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、橋梁下部工工事を実施する

ことで、道路ネットワークの機能強化を推進。

しま ばら いさ はや

《位置図》

森山拡幅

長崎県

《諸元等》
うん ぜん あい の まちおつ

写真②

《整備効果》
○当該道路の整備により、洪水浸水被害に強い緊急輸送道路として機能。

これにより、道路ネットワークの機能強化を推進。

写真①

撮影日：H9.7.12

▲ 大雨による国道57号の路面冠水状況

撮影日：H26.7.3

▲ 大雨による国道57号周辺地域の浸水状況

▼森山拡幅周辺の浸水想定区域

至 長崎市

至 島原市

至 長崎市

至 島原市

もり やま

国道５７号 森山拡幅【直轄】
もり やま

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

国道57号
森山拡幅
計画高

（3m～12m)

浸水による
通行不能箇所が発生
浸水の深さ(0m～3m)

▼浸水被害時（イメージ）

国道57号
現道

《路線位置図》

森山東IC～森山西IC
延長3.3km

令和5年11月12日開通

森山拡幅
延長7.6km

もり やま

もりやまひがし もり やま にし

瑞穂吾妻
バイパス

出平有明
バイパス

島原道路 約50ｋｍ

至

長
崎
市

至 佐賀県

開通済（2車）

高規格道路（有料）

ＩＣ・ＪＣＴ

開通済

事業中

高規格道路（有料以外）

調査中

ＩＣ・ＪＣＴ

開通済（4車）

事業中

凡 例
一般国道

国管理

県管理

有明瑞穂
バイパス

みずほ あづま あり あけ みずほ いでひら ありあけ

南島原市

島原市

雲仙市
島原IC
しまばら

もり やま いさ はや

いさはや なが の まち

写真②至

長
崎
市

令和５年１１月１２日
開通

※資料：諫早市ホームページ 洪水ハザードマップ

森山拡幅
延長7.6km

雲仙市愛野総合支所森山西IC（仮）尾崎IC

至

島
原
市

事業区間の約６割が
浸水想定区域内

長野IC栗面IC

吾妻西IC

（仮）吾妻東IC

森山東IC～森山西IC
延長3.3km

もりやまにしもりやまひがし

森山東IC

▼森山拡幅周辺の浸水想定区域

写真①

もり やま



事業区間 ：長崎県松浦市志佐町

～北松浦郡佐々町沖田免

延 長： １９．１ ｋｍ

全体事業費： ９０７億円

Ｒ ５ 補 正 ： ２６．０億円

■国道４９７号松浦佐々道路は、西九州自動車道の一部を構成し、九州北西部地域の地域経済の活性化、高速定時性

の確保等に寄与するとともに、北松地域の唯一の幹線道路である国道２０４号の代替機能確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、トンネル設備

工事、橋梁下部工工事を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

《位置図》 《整備効果》《諸元等》
まつ うら し さ ちょう

きたまつ うら さ ざ ちょうおき た めん
松浦佐々道路

長崎県

《路線位置図》

ほく しょう

松浦佐々道路 延長19.1km

○並行する国道２０４号には、土砂災害危険区域が存在し、過去には
法面崩壊が発生。

○当該道路の整備により、国道２０４号の代替路を確保し、道路ネット
ワークの機能強化を推進。

写真②

道路－１３

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

国道４９７号 松浦佐々道路【直轄】
まつ うら さ ざ

まつ うら さ ざ

写真①

国道204号法面崩壊の状況（提供：長崎県）

：土砂災害危険区域

平戸IC

至 武雄市 至 福岡市

写真②

写真①

（R元.8） （R5.9） 至 伊万里市

至 佐世保市至 佐世保市

至 伊万里市

まつ うら さ ざ

まつうら さ ざ



■国道３４号は、佐賀県鳥栖市を起点とし長崎県長崎市に至る全長約１３０ｋｍの主要幹線道路であり、第一次緊急輸送道路に

指定。

■土砂災害等による道路の通行止めのリスクを解消するため、補正予算の充当により、国道３４号東彼杵郡東彼杵町彼杵宿郷

地区において、法面工等の法面対策工事を実施することで、道路法面・盛土対策を推進。

長崎３４号 維持管理（防災・減災対策）【直轄】 道路－１４

と す

ひ が し そ の ぎ ち ょ う そ の ぎ し ゅ く ご う

《現地状況写真》

《対策イメージ》

事業箇所

長崎県

彼杵宿郷地区

至 佐世保市

至 長崎市

路肩の亀裂

至 佐世保市

至 長崎市

法肩の沈下

法面対策箇所（全景） 亀裂状況（近景）

《位置図》 《平面図》 《諸元等》

そのぎしゅくごう

至 佐賀県

至 大村市

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

ひ が し そ の ぎ

ひがしそのぎちょうひがしそのぎ

事業区間 ：長崎県東彼杵郡東彼杵町～長崎県長崎市

延 長 ：約５７ｋｍ

R ５ 補 正 ：１．３億円



■国道２５１号瑞穂吾妻バイパスは、島原道路の一部を構成し、島原半島地域から九州横断自動車道や長崎空港へのアク

セス向上を図るとともに、搬送時間短縮による救急医療体制の強化や島原半島地域と長崎・県央地域との連携強化、

国道２５１号の危険箇所回避による災害時の代替路確保を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、用地買収、改良工事、

橋梁下部工工事を実施することで、道路ネットワークの機能強化を推進。

《位置図》

み ず ほ あ づ ま

《諸元等》

《路線位置図》

《現地状況写真》

《整備効果》

【時間短縮効果】

道路－１５

至 諫早市

至 島原市【写真②】

長 崎 県

瑞穂吾妻バイパス

み ず ほ あ づ ま

至 諫早市

至 島原市

し ま ば ら

【写真①】

○島原半島地域から九州横断自動車道までの所要時間短縮や定時性確保。
○島原半島地域から第３次救急医療施設への搬送時間の短縮。
○災害時の救急活動や緊急物資の円滑な輸送に寄与。

▲ 南島原市深江支所から諫早IC
までの所要時間

全線未整備
（※１）

全線整備後
（※２）

※１：H9道路交通センサス
（混雑時旅行速度）

※２：開通区間は規制速度
未開通区間は80km/h
（設計速度）

▲ 瑞穂IC～吾妻東IC間の工事状況▲ 国道２５１号（現道）の混雑状況

南島原市
深江支所 ◎

至 太良町至 東彼杵町

急傾斜地崩壊危険箇所

◎雲仙市役所

あづまにし

吾妻西ＩＣ

あづまにし

（仮称）吾妻西ＩＣ

あづまひがし

（仮称）吾妻東ＩＣ

吾妻愛野
バイパス

有明瑞穂
バイパス

瑞穂吾妻バイパス L=6.4km
みずほ あづま

みずほ

（仮称）瑞穂ＩＣ写真①

写真②

至 諫早市

至 島原市

対象区間

供用中

事業中

越波(H17)

あいの

愛野ＩＣ

事 業区間 ：長崎県雲仙市瑞穂町

～雲仙市吾妻町

延 長： ６．４ｋｍ

全体事業費： １８０億円

Ｒ ５ 補 正 ： ２８．７億円

うん ぜん みず ほ ちょう

うん ぜん あづま ちょう

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

国道２５１号 瑞穂吾妻バイパス【補助】
み ず ほ あ づ ま



■（主）長崎空港線箕島大橋は長崎空港と緊急輸送道路である（主）長崎空港線を結ぶ橋梁であり、１９７４年（橋令４９年）の架橋

から老朽化が進み、早期に措置を講ずべき状態（判定区分Ⅲ）。

■箕島大橋は、コンクリートのひび割れや剥離などの劣化が著しく進行していることから、補正予算の充当により、新技術を活用し

た断面補修等の修繕工事を推進することで、緊急輸送道路の機能強化や地域防災上の安全、安心の確保を図るとともに、予

防保全型メンテナンスへの早期転換を図る。

主要地方道長崎空港線 箕島大橋 道路メンテナンス事業【補助】 道路－１６
み し ま お お は し

み し ま お お は し

主要地方道

長崎空港線（箕島大橋）

《位置図》 《平面図》

Ｎ

《現地状況写真》《事業個所》

《代表箇所》

○ 事 業 箇 所 ：

○ 架 設 年 次 ：

〇 判 定 区 分 ：

○ 路 線 名 ：

○ 所 在 地 ：

箕島大橋 （橋長：９７０ｍ）

１９７４年

Ⅲ（２０２２年度）

（主）長崎空港線

長崎県大村市箕島町

み し ま お お は し

お お む ら み し ま ち ょ う

《長寿命化修繕計画》

〇計画の名称：長崎県橋梁長寿命化修繕計画

〇事 業 主 体：長崎県

○Ｒ ５ 補 正：１５．４億円

箕島大橋
みしまおおはし

大村湾

写真①

《対策イメージ》

全 景（写真①） コンクリートの剥離
新技術活用による耐久性向上とLCC縮減

新技術の活用

腐食による再劣化の懸念

従来技術

表面含浸工の併用による耐久性向上
カジマ・リノベイト㈱パンフレットより

５００ｍ

【国土強靭化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

長崎空港



■電柱倒壊による道路の通行止めのリスクを解消するため、補正予算の充当により、長崎県無電柱化推進計画事業を実

施することで、市街地の緊急輸送道路における無電柱化を推進。

国道４４４号 電線共同溝【補助】 道路－１７

桜馬場２丁目～池田２丁目
Ｌ＝１．４８ｋｍ

Ｎ

防災拠点
長崎空港

大村IC

○無電柱化推進計画の名称

：長崎県無電柱化推進計画

（Ｒ４．１２改定）

○事業主体 ：長崎県

○事業個所数：１０箇所

○Ｒ５補正 ：４．４億円

○一般国道４４４号は、長崎県大
村市を起点とし、佐賀県佐賀市
に至る広域的な幹線道路であり、
第一次緊急輸送道路に指定され
ている路線である。

○道路空間から電柱を無くすこと
により、道路の閉塞リスクを排
除し、交通・輸送機能を確保す
るため、大村市桜馬場２丁目か
ら池田２丁目の区間において無
電柱化を推進する。出典：国⼟地理院ウェブサイト（https://www.gsi.go.jp/top.html）

※地理院地図を加⼯して作成

○箇所名：一般国道４４４号

桜馬場２丁目～池田２丁目【第一次緊急輸送道路】

○事業区間：長崎県大村市桜馬場２丁目～池田２丁目

○整備延長：２．９４ｋｍ（１．４７ｋｍ×両側）

さくらばば いけだ

いけださくらばばおおむら

防災拠点
海上自衛隊第22航空群

防災拠点
陸上自衛隊竹松駐屯地

防災拠点
陸上自衛隊大村駐屯地

防災拠点
大村警察署

西九州新幹線 新大村駅
JR大村駅

写真①

至 大村市

至 鹿島市

至 東彼杵町

至 鹿島市

至 諫早市

写真①

Ｎ

（国）４４４号

（桜馬場2丁目～
池田2丁目工区）

【国土強靱化、防災・減災などの国民の安全・安心を確保する】

《代表箇所》 《事業計画》



事 業 区 間 ：熊本県葦北郡芦北町花岡

～鹿児島県出水市下知識町

延 長： ２９．６ ｋ ｍ

全体事業費： １，９２３億円

Ｒ ５ 補 正 ： ２０．０億円

（うち、熊本県１０．０億円、

鹿児島県１０．０億円）

■国道３号芦北出水道路は、南九州西回り自動車道の一部を構成し、自然災害等による九州縦貫自動車道の通行止め時の代替機

能の確保等を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで

道路ネットワークの機能強化を推進。

《位置図》 《諸元等》
あし きた あし きた まちはなおか

いずみ しも ち しきちょう

《路線位置図》

鹿
児
島
県
出
水
市
下
知
識
町

い
ず
み

し
も

ち
し
き
ち
ょ
う

H27年度開通
延長7.7㎞熊

本
県
葦
北
郡
芦
北
町
花
岡

あ
し
き
た
ぐ
ん
あ
し
き
た
ま
ち
は
な
お
か

事業中
延長16.3㎞

H30年度開通
延長5.6㎞

芦北出水道路 延長29.6㎞
あしきた いずみ

凡例

高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

事業中区間

《整備効果》

あし きた い ず み

(至)熊本市

▲ えびのJCT付近の積雪状況（写真）

（H26.12.17発生）

▲ 九州縦貫道と南九州道の概況図

■九州縦貫道通行止め時の南九州道の通行
可能割合

資料：八代河川国道事務所調査
期間：平常時)九州縦貫道：規制無し H26.12/16,18 7～19時12h合計

異常時)九州縦貫道：通行止め H26.12/17    7～19時12h合計

■九州縦貫道通行止め時の南九州道の交通量変化

断面：南九州西回り自動車道(日奈久IC～田浦IC)

平常時 異常時

交
通
量(

台
／
12
ｈ)

10,237

12,197

0

5,000

10,000

15,000

南九州道の交通量が
約２割増加

34回のうち18回(52.9%)
九州縦貫道 ：通行止め
南九州道 ：通行可能

34回のうち16回(47.1%)
九州縦貫道 ：通行止め
南九州道 ：通行止め

資料：八代河川国道事務所調査
対象：八代IC～鹿児島ICの通行止め回数

（雨雪による九州縦貫道通行止め時）
期間：H24～R3

ひ な ぐ たのうら

（H26.12.17）

芦
北
出
水
道
路

○南九州西回り自動車道と九州縦貫自動車道でダブルネットワークを形成
することで、災害に強い道路ネットワークを構築。

国道３号 芦北出水道路【直轄】
あし きた い ず み

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

断面

写真

(至)
(自)

道路－１８

九州縦貫道の通行止め時に
南九州道が代替路として効果を発揮

あ
し
き
た
い
ず
み



事 業 区 間 ：大分県竹田市大字会々

～熊本県阿蘇市波野大字小地野

延 長： ２２．５ ｋ ｍ

全体事業費： ６８８億円

Ｒ ５ 補 正 ： １３．７億円

（うち熊本県 ０．６億円

大分県１３．１億円 ）

道路－１９

■国道５７号竹田阿蘇道路は、大分市と熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部を構成し、沿線地域の産業発展や地域活性化に

寄与するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■災害時においても速やかに緊急車両や一般車両の通行を確保するため、補正予算の充当により、改良工事を実施することで、

道路ネットワークの機能強化を推進。

たけ た あ そ なか きゅう しゅう

《整備効果》《位置図》

《路線位置図》

たけ た あい あい

あ そ なみ の しょう ち の

《諸元等》

▲国道５７号の通行止め状況

至 熊本市

至 大分市

▲R4.9 台風14号の被災状況

○当該道路の整備により、並行する国道５７号の防災課題箇所を回避
する緊急輸送道路として機能。
これにより、道路ネットワーク機能の強化を推進。

写真①

至 熊本市

至 大分市

▲H24.7 九州北部豪雨の被災状況

写真②

国道５７号 竹田阿蘇道路【直轄】
たけ た あ そ

【国土強靱化、防災・減災など国民の安全・安心を確保する】

玉来川
たまらいがわ

事業中区間

調査中区間
高速道路
一般国道

主要地方道

凡 例

H24.7(豪雨)

H26.2(積雪)

H26.2(積雪)

R4.9 (台風)
（写真①）

H24.7(豪雨)
（写真②）

至 熊本市

至 大分市

熊本県

大分県

◎
竹田市役所

竹田阿蘇道路
延長22.5km

たけ た あ そ

凡 例

防災課題箇所

通行止め箇所

たけ た あ そ



道路－２０

■国道５７号大津熊本道路は、大分市と熊本市を結ぶ中九州横断道路の一部を構成し、沿線地域の産業発展や地域活性化に

寄与するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする道路。

■迅速かつ円滑な物流・人流を確保するため、補正予算の充当により、改良工事、橋梁下部工工事を実施することで、地方を

支える産業等の生産性向上に寄与する道路ネットワークの整備等を推進。

おお づ くま もと なか きゅう しゅう

《諸元等》

▼沿線への世界最大手半導体メーカーの進出(R6稼働予定)

投資額 約9,800億円
新規雇用者数 約1,700人予定

写真①

(

至)

大
分
県大津西IC(仮称)

(

至)

熊
本
市

R5.10撮影

世界最大手
半導体メーカー

世界最大手半導体メーカー

大津熊本道路
（大津西～合志、合志～熊本）

《整備効果》

○大津熊本道路沿線地域※は製造品出荷額が県内第１位の工業地域で
あり、半導体関連工場や二輪四輪車関連工場等が集積。新たな工業
団地の開発も進んでいる所。

○広域道路ネットワーク整備により、走行性の向上と所要時間の短縮が
図られ、沿道地域の更なる産業発展、地域活性化に期待。

大津熊本道路

(大津西～合志)

延長4.7km

至： 福岡県

熊本港

至：鹿児島県

至
：
大
分
県

博多港
福岡空港
から国内外へ

熊本港から
原材料を輸送

中核工業団地

北部工業団地

室工業団地
ｾﾐｺﾝﾃｸﾉﾊﾟｰｸ

【大津熊本道路を活用した製品輸送の例】

大津熊本道路利用
原材料輸送

半導体・二輪車
製造工場

大津熊本道路利用
半導体・二輪車輸送

熊本港

博多港

福岡空港

原水工業団地

こうしおお づ にし

おお づ くまもと

おお づ くま もと

※：菊池市、合志市、菊陽町、大津町

おお づ にし

至： 日田市

きく ち こう し きくよう まち おお づ まち

世界最大手半導体
メーカーの進出

大手二輪車メーカー
国内唯一の生産拠点

大津熊本道路

(合志～熊本)

延長9.1km

おお づ くまもと

くまもとこうし

602

1,077
1,462

2,047

2,804

3,564
3,991

4,331
4,396

4,938
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(社)

資料：菊池市、合志市、菊陽町、大津町提供

▼新規立地企業数(累積) ▼新規雇用者数(累積)

資料：菊池市、合志市、菊陽町、大津町提供

10年で143社進出 10年で約5,000人増加
※業種問わず。増設も含む。 ※業種問わず。増設した企業の雇用者も含む。

熊本北JCＴ
（仮称）

西合志IC
（仮称） 合志IC

（仮称） 大津西IC
（仮称）

熊本IC

第二原水工業団地

国道５７号 大津熊本道路（大津西～合志、合志～熊本）【直轄】
おお づ くま もと おお づ にし こう し こう し くま もと

【地方・中堅・中小企業を含めた持続的賃上げ、所得向上と地方の成長を実現する】

《路線位置図》

《位置図》

【大津熊本道路（大津西～合志）】

事業区間：熊本県菊池郡大津町杉水～合志市上庄
延 長： ４．７ ｋｍ 全体事業費：３１０億円
Ｒ５補正： ２．０億円

【大津熊本道路（合志～熊本）】

事業区間：熊本県合志市上庄～熊本市北区大鳥居町
延 長： ９．１ ｋｍ 全体事業費：５３０億円
Ｒ５補正： １７．０億円

おお づ くま もと こう し くま もと

こう し かみのしょう おおとり い まち

おお づ くま もと おお づ にし こう し

きく ち おお づ まちすぎみず こう し かみのしょう
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